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あおぞら
　
春
は
桜
。
夏
は
あ
じ

さ
い
。
秋
は
紅
葉
。
四

季
折
々
の
自
然
を
楽
し

め
る
市
内
の
東
山
公

園
。
私
の
好
き
な
場
所

で
す
。「
日
本
土
人
形

資
料
館
」そ
の
隣
の「
巡

り
逢
い
の
丘
」
か
ら
は
北
信
五

岳
が
一
望
で
き
ま
す
。
美
し
い
山

並
み
を
眺
め
て
い
る
と
背
筋
が

ピ
ー
ン
と
伸
び
て
き
ま
す
。
こ
こ

の
夕
景
色
は｢

信
州
の
サ
ン
セ

ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
100
選｣

に
選
ば

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
自
然
の

豊
か
さ
に
感
謝
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
自
然
が
地

震
、
津
波
、
豪
雪
な
ど
で
一
変

脅
威
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
美
し
い
風
景
が
一

瞬
の
う
ち
に
壊
さ
れ
、
何
げ
な

い
日
常
が
突
然
奪
わ
れ
て
し
ま

う
災
害
、
自
然
の
威
力
。

　｢

巡
り
逢
い
の
丘｣

の
大
き
な

石
は｢

月
の
兔｣

の
形
を
し
た

自
然
石
で
、
最
愛
の
人
・
大
切

な
人
に
巡
り
逢
い
た
い
と
い
う

願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
そ
う
で

す
。｢

月
の
兔｣

が
遠
く
遥
か
彼

方
の
月
か
ら
、
私
た
ち
を
見
守

っ
て
い
て
く
れ
る
の
な
ら
、
こ
れ

以
上
美
し
い
自
然
が
失
わ
れ
な

い
よ
う
に
、
巡
り
逢
え
た
大
切

な
人
々
と
の
絆
が
いつ
ま
で
も
続

く
よ
う
に
。｢

月
の
兔｣

に
願
い

を
託
し
て
…
　
　 

（
チ
ロ
リ
ン
）
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初
級
英
会
話
講
座
・
開
講

「英会話」で弾む交流の輪

　
本
年
度
も
初
級
英
会
話
講
座
が
開
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
市
内
15
校
の
小
中
学
校
の
外
国
語
指
導

助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
先
生
で
す
。

　
中
央
公
民
館
で
は
、
平
成
元
年
９
月
か
ら
、
英

会
話
を
学
び
外
国
の
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

国
際
的
な
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
初
級
英

会
話
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
８
年
に
は
長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
外
国
出
身
者

の
方
の
た
め
の
日
本
語
教
室
も
生
ま
れ
、
最
近
の

受
講
生
の
中
に
は
、
仕
事
や
留
学
な
ど
で
外
国
に

滞
在
し
て
い
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
中
国
語
の
学
習
や
日
本
語
と
中
国
語
を

相
互
に
教
え
あ
う
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

　
国
の
違
い
を
越
え
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

異
文
化
理
解
が
深
ま
る
こ
と
で
対
立
や
戦
争
が
な

く
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

・
新
保
ホ
タ
ル
の
会

・
第
31
回
市
民
書
道
展



２

特
集

　
昭
和
30
年
代
ま
で
は
、
新
保
の

ど
の
川
に
も
ホ
タ
ル
が
淡
い
光
を

放
っ
て
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
新
保

地
区
は
中
野
扇
状
地
の
末
端
で
、

各
戸
に
突
井
戸
が
あ
り
豊
か
な
水

に
恵
ま
れ
、
そ
の
う
え
八
ヶ
郷
用

水
か
ら
の
取
水
で
、
区
内
の
4
路

線
の
川
は
、
防
火
用
水
や
洗
濯
の

す
す
ぎ
等
に
利
用
さ
れ
る
き
れ
い

な
水
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
代
に
は
、
上
流
か
ら

の
工
場
排
水
な
ど
の
影
響
や
家
庭

雑
排
水
が
流
れ
込
み
、
ま
た
井
戸

水
の
自
噴
も
な
く
な
り
、
ま
す
ま

す
川
が
汚
れ
、
シ
ジ
ミ
や
カ
ワ
ニ

ナ
な
ど
の
水
生
昆
虫
は
ほ
と
ん
ど

姿
を
消
し
死
の
川
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
下
水
道
の
普
及
も
あ
り

川
も
徐
々
に
き
れ
い
に
な
っ
て
き

た
頃
、
桜
沢
の
佐
藤
慧さ

と
し

さ
ん
が

「
新
保
は
水
が

き
れ
い
だ
か
ら

ホ
タ
ル
に
取
り

組
ん
で
み
な
い

か
」
と
提
案
さ

れ
、
小
林
千せ

ん

作さ
く

さ
ん
が
中
心
と

な
り
、
清
流
を

取
り
戻
す
こ
と

に
よ
り
ホ
タ
ル

が
復
活
で
き
る
の
で
は
と
平
成
２

年
９
月
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
年
間
数
回
、
川
掃
除
、

草
刈
な
ど
を
行
な
い
、
平
成
４
年

の
夏
に
は
、
辰
野
町
の
勝
野
重
美

先
生
を
講
師
に
お
招
き
し
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
先
生
に｢

ホ

タ
ル
の
復
活
に
は
、
ま
ず
カ
ワ
ニ

ナ
の
増
殖
が
第
一
条
件｣

と
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
、
わ
ず
か
に
井

戸
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
所
に
カ

ワ
ニ
ナ
を
集
め
、
さ
ら
に
水
の
き

れ
い
な
水
路
に
集
め
て
川
に
放
流

し
、
野
菜
の
残
り
な
ど
を
エ
サ
に

増
殖
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平

成
10
年
に
は
、
長
野
市
の
三
石
暉て

る

弥や

先
生
に
ホ
タ
ル
の
人
工
飼
育
の

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
地
区
内
の

若
い
３
人
の
仲
間
が
人
工
飼
育
に

取
り
組
み
、
４
年
間
継
続
し
て
幼

虫
の
放
流
を
行
な
い
ま
し
た
。
ま

た
、
集
落
活
性
化
事
業
の
助
成
を

い
た
だ
き
、
ホ
タ
ル
水
路
の
護
岸

工
事
も
行
な
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
13
年
に
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
し

た
井
戸
水
が
多
く
入
る
川
に
幼
虫

を
放
流
し
て
い
た
た
め
か
、
そ
れ

ま
で
散
発
的
に
発
生
し
て
い
た
ホ

タ
ル
が
た
く
さ
ん
乱
舞
し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
育
成
会
の
共
催
に
よ
り
喜
び

の
観
察
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
で
は
120
～
130
人
の

親
子
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
中
野
市
内
で
も
た
く

さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
発
生
し
、
中
野

ホ
タ
ル
の
会
が
、｢

信
州
中
野
は

ホ
タ
ル
の
宝
庫｣

ホ
タ
ル
マ
ッ
プ

２
０
１
０
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
一
度
自
然
を
壊
し

て
し
ま
う
と
復
元
す
る
事
が
い
か

に
大
変
か
を
身
を
も
っ
て
体
験
し

ま
し
た
。
水
を
汚
さ
な
い
、
川
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
を
継
続
し
、

地
域
に
ホ
タ
ル
が
乱
舞
し
続
け
る

事
を
願
い
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ホタルが飛び交う里づくり
を目指す新保ホタルの会

　平成３年、小林千作さんが中央公民館に来られ、｢ホタルの里づくりを新保で進めたい｣ という
お話があり、環境保護実践講座として、長野市の三石暉弥先生に現地調査と講演をしていただきま
した。あれから20年余。｢新保ホタルの会20年のあゆみ｣ を発刊した会の活動を紹介します。

三石先生と水路調査

ホ
タル
の
乱
舞
を
夢
見
てカワニナの採取

ホタル第３水路の整備

ホタルの幼虫を放流
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子ども
音楽講座

会　場　中央公民館　講堂ほか
日　程　説明会　５月12日（土）  18：30～20：30
　　　　　　　　　　　　
　　　　第１回　６月23日（土）  13：00～17：00
　　　　第２回　６月24日（日）  11：00～17：00
　　　　第３回　７月28日（土）  11：00～17：00
　　　　第４回　７月29日（日）  11：00～17：00
　　　　第５回　８月19日（日）  11：00～17：00
　　　　第６回　８月20日（月）  11：00～17：00

講　師　

嶋﨑　裕美  先生（総括・指導）
福原　智子  先生（作曲・ピアノ）
田邉　祥子  先生（作曲・ピアノ）
矢嶋美紗希  先生（振付・ダンス指導）
望月　彩乃  先生（振付・ダンス指導）

　中央公民館では、昨年に引き続き子
ども音楽講座「ミュージカルを楽しも
う！」を開催します。内容は子どもた
ちが、ミュージカルを題材とした音楽
活動に取り組むものです。
　みなさんの参加をお待ちしています。

東京学芸大学准教授・ソプラノ歌手

　
中
央
公
民
館
と
書
道
如
水
会
は
、
３
月
31

日
、
４
月
１
日
の
両
日
、
書
道
愛
好
家
の
技

術
の
向
上
、
書
道
の
普
及
を
目
的
に
、
第

31
回
中
野
市
民
書
道
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
小
中
学
生
、
書
道
愛
好
者
や
市

内
の
書
道
グ
ル
ー
プ
に
所
属
さ
れ
て
い
る

皆
様
の
作
品
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
今

年
出
展
さ
れ
た
方
は
、
192
名
（
一
般
の
部

30
名
、
小
中
学
生
の
部
162
名
）。
そ
の
中

か
ら
、
一
般
の
部
で
は
特
選
５
名
、
秀
作

３
名
、
入
選
７
名
。
ま
た
、
小
中
学
生
の

部
で
は
104
名
の
皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し

た
。

　
４
月
２
日
の
表
彰
式
で
は
、
特
選
５
名

と
秀
作
３
名
の
方
々
に
賞
状
の
授
与
が
あ

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
の
部
で
入
選
さ
れ
た
方
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

　【
中
央
公
民
館
長
賞
】　
望
月
け
さ
子

　【
書
道
如
水
会
長
賞
】　
相
馬
　
文
子

　【
特　
　

選
】　
　
　
　
小
野
　
清
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
喜
勢
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
さ
か
江

　【
秀　
　

作
】

　
　
　
池
田
　
春
子
　
　
今
井
美
枝
子

　
　
　
宮
本
　
朋
也

　【
入　
　

選
】

　
　
　
青
木
　
孝
美
　
　
池
田
　
未
奈
　

　
　
　
佐
川
　
順
子
　
　
佐
藤
　
初
美

　
　
　
白
井
　
和
美
　
　
須
藤
　
知
美

　
　
　
𠮷
家
　
民
子

第
31
回 

市
民
書
道
展

中央公民館長賞の授与

見事な作品を鑑賞

ミュージカルを楽しもう！

＜定　員＞30名 
＜受講料＞無料・傷害保険料として
　　　　　500円を添えて申し込む
＜対　象＞小学５年生から高校生 

（参加者・保護者説明会）



４

　
ム
ラ
の
位
置
は
、
上
今
井
西
部
に
あ
る
普

賢
寺
を
西
へ
少
し
登
る
と
、
30
戸
程
の
道

光
寺
が
あ
る
。
小
林
山
普
賢
寺
の
伝
記
に

｢

当
寺
の
前
身
は
巴
御
前
が
今
井
兼か

ね

平ひ
ら

の
菩ぼ

提だ
い

を
弔と

む
ら

う
た
め
建
立
し
た

草そ
う

庵あ
ん

で
、
古
来
当
村
道
光
寺
新
田

に
あ
り
真
言
宗
で
あ
っ
た｣

と
。
ま
た
明
治

十
三
年
（
一
八
八
〇)

の
長
野
県
町
村
誌
に

「
文ぶ

ん

治じ

の
頃
（
一
一
八
五
）
木
曽
義
仲
の
愛あ

い

妾し
ょ
う

巴と
も
え

の
女
並
び
に
、
家
臣
小
林
某ぼ

う

剃て
い

髪は
つ

し
て

当
地
に
隠
れ
義
仲
及
父
祖
の
冥め

い

福ふ
く

の
た
め

一い
ち

宇う

の
草
庵
を
創
立
し
、
照
林
山
道
光
寺
と

称
せ
し
よ
し｣

と
あ
る
。
道
光
寺
は
、
こ
の

寺
号
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
道
光
寺
と
い
え
ば
文
化
遺
産
の
観
音
堂

が
あ
る
。
位
置
は
ム
ラ
の
西
方
高
台
に
あ

る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
観
音
さ
ん
は
、
明
治

の
末
普
賢
寺
に
預
け
ら
れ
た
が
、
昭
和
初

期
住
民
の
願
い
に
よ
り
現
在
地
に
遷せ

ん

座ざ

さ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
堂
に
現

在
六
体
の
観
音
と
勢せ

い

至し

菩ぼ

薩さ
つ

一
体
が
安
置

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
観
音
は
二
体
あ
り
、

一
体
は
作
者
が
異
な
り
、
ま
た
観
音
で
な

い
勢
至
菩
薩
の
混
在
も
不
思
議
で
あ
る
。

こ
の
地
区
に
浄
土
宗
特
有
の
双そ

う

盤ば
ん

や
ま
わ

し
数じ

ゅ

珠ず

の
仏
具
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
派
の
堂
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前

述
の
観
音
、
勢
至
は
、
浄
土
宗
の
ご
本
尊
、

阿あ

弥み

陀だ

如に
ょ

来ら
い

の
脇わ

き

侍じ

か
も
知
れ

な
い
。

　
尊
像
は
、
い
ず
れ
も
江
戸
後

期
前
半
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
観
音
講
は
女
性
で
、
講
は
毎
月
十
七
日

に
開
か
れ
て
い
る
。
太
平
洋
戦
争
中
こ
の

ム
ラ
に
一
人
の
戦
死
も
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
観
音
さ
ん
の
ご
加
護
で
あ
る
と
い
う
。

　
　
　（
小
林
修
一
）

　
上
今
井
分
館
は
、
豊
田
地
区
の
南
端
に

あ
り
、
千
曲
川
と
国
道
117
号
線
に
沿
っ
て

南
北
３
キ
ロ
に
410
世
帯
程
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
主
要
交
通
で

あ
る
Ｊ
Ｒ
上
今
井
駅
は
、
か
つ

て
○今
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
リ
ン
ゴ

を
貨
車
で
関
東
、
関
西
方
面
へ

大
量
に
積
み
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
区
内
や
近
隣
の
通

勤
者
が
大
勢
利
用
す
る
駅
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
公
民
館
活
動
は
、
５
月
の
常
会
対
抗
区

民
球
技
大
会
が
競
技
者
だ
け
で
な
く
、
応

援
に
も
大
勢
参
加
さ
れ
、
区
民
の
交
流
が

図
ら
れ
楽
し
み
な
一
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
に
は
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
祭
り
に
合
併
以

来
毎
年
大
勢
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

８
月
14
日
の
夕
方
に
は
育
成
会
と
共
催
で

夏
祭
り
を
行
な
い
ま
す
。

毎
年
、
焼
ソ
バ
、
焼
肉
、
生
ビ
ー
ル
、
お

で
ん
、
か
き
氷
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
金
魚

す
く
い
等
の
店
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
小
麦
生
産
者
に
よ
る
流
し
う
ど
ん
等

も
あ
り
、
リ
ン
ゴ
コ
ン
テ
ナ
を
並
べ
た
コ

ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
で
、
ふ
る
さ
と
太
鼓
と

も
み
じ
太
鼓
の
皆
さ
ん
の
演
奏
を
聞
き
な

が
ら
、
お
盆
の
帰
省
客
も
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
祭
も
同
時

に
開
催
し
て
お
り
、
区
民
の
絵
画
、
書
道

等
の
展
示
と
本
年
は
南
大
原
遺
跡
か
ら
発

掘
の
土
器
、
石
器
、
住
居
跡
の
写
真
パ
ネ

ル
を
長
野
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
お

借
り
し
た
も
の
を
展
示
し
ま
し
た
。
今
後

も
こ
の
様
な
行
事
を
通
し
て
区
民
の
親
睦

や
絆き

づ
な

を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　（
上
今
井
分
館
長
　
山
口
　
武
）

上今井分館
道ど

う

光こ
う

寺じ

の
昔
を
尋
ね
て

ふ
る
さ
と
の
歴
史

こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

夏祭りのクレープは大好評

　
平
成
二
十
三
年
度
教
養
講
座
「
万
葉
集

を
読
み
味
わ
う
」（
講
師
／
信
州
大
学
名

誉
教
授
　
滝
澤
貞
夫
先
生
）
の
講
座
記
録

を
冊
子
に
ま
と
め
ま
し
た
。
ご
希
望
さ
れ

る
方
へ
無
料
配
布
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
中
央
公
民
館
へ
お
越
し
下
さ
い
。

中央公民館
地域学習講座ふるさと歴史探訪
第
１
回

場　　所 『北の観音堂と北向観音堂』更科
日　　時 ５月16日（水）
講　　師 壇原　長則 先生
集合場所 高井船着神社

第
３
回

場　　所『荒川の観音講』竹原
日　　時 ６月13日（水）
講　　師 阿部　敏明 先生
集合場所 荒川農事集会所

第
２
回

場　　所 『地蔵信仰と釜上地蔵尊』桜沢
日　　時 ５月30日（水）
講　　師 河野　　實 先生
集合場所 未定

第
４
回

場　　所『牧山の説教所』栗林
日　　時 ６月27日（水）
講　　師 田中　　毅 先生
集合場所 栗林集会所（牧山）

◦定　員　30名程度　◦受講料　無料　
◦時　間　各回とも午前９時30分～午前11時30分
◦申込み　５月１日（火）より

申込み・お問い合せ
中央公民館   ☎22-2691

民俗史跡をたどる 「
万
葉
集
を
読
み
味
わ
う
」

　
が
講
座
記
録
集
に
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

講　座　名 日　　時 場  所 講   師 備　　　考

中
　
　
央
　
　
公
　
　
民
　
　
館

いきいきメイク講座
リンパケアやメイクの基礎
を学習して明るい表情でい
きいき生活しましょう

６月27日・7月25日・８月22日
９月26日・10月24日・11月28日

（全６回  第４水曜日）
午前10時～正午

中央公民館
教室・料理
実習室　　

小澤美智子 先生

＜定員＞16名＜受講料＞無料
＜材料費＞1,000円
＜持ち物＞ご自分のメイク道具、基
礎化粧品、スポーツタオル２本、ス
タンドミラー、ヘアピン、コットン
＜申込み＞５月21日㈪から

ミニ盆景づくり教室
６月１日㈮
午前10時～正午
受付９時40分～

中央公民館
講堂　　　

癒しのテーブル
ガーデニング
コーディネーター
碓井  智子 先生

＜定員＞15名　＜材料費＞1,000円
＜持ち物＞園芸用はさみ、エプロ
ン、ゴム手袋、作品持ち帰り用袋
＜申込み＞5月９日㈬から受付します

家庭教育学級　　
楽しんで子育て
＜内容＞子育てについての
　講演、おしゃべり会、
　幼児食作り、ヨガなど

６月14日㈭～ 11月下旬
（全10回予定）
午前10時～ 11時30分

中央公民館 テーマごとの
講師が担当

＜定員＞30名
＜会場＞中央公民館　教室ほか
＜対象＞育児中、これから育児を
される方
＜受講料＞無料
＜材料費＞1,000円
＜申込み＞5月21日㈪から。材料費
を添えてお申込み下さい。

料理教室
６月15日・7月13日・9月21日
10月19日・11月16日・12月21日

（全６回  第３金曜日）
午前９時30分～ 12時30分

中央公民館
料理実習室

管理栄養士
上野マリ子 先生

＜定員＞36名  ＜食材費＞3,000円
＜持ち物＞エプロン、三角巾、ふ
きん
＜申込み＞５月18日㈮から受付します

源氏物語を
　　　読み味わう

６月19日・26日
７月3日・10日・24日

（全５回  毎回火曜日）
午前10時～ 11時45分

中央公民館
講堂

信州大学
　　名誉教授
滝澤貞夫先生

＜定員＞50名 ＜受講料＞無料
＜内容＞第十二帖「須磨」から読む
＜持ち物＞「須磨」の原文が書か
れている本
＜申込み＞５月10日㈭から受付します

公民館ギャラリー　　　木彫りを楽しむ会作品展（5月30日まで）

北
部
公
民
館

ふるさと再発見
～たかやしろ～
　　　花の山旅

５月19日㈯
午前８時
北部公民館集合
午後４時頃解散

北部公民館
より

高社山往復
北部公民館職員

＜定員＞10名
＜参加費＞保険料・資料代500円
＜申込み＞５月15日㈫まで
山頂へつづく小径をゆっくりと歩
きながら、この季節にしか出会う
ことのできない花々に会いに行き
ましょう。

西
部
公
民
館

母と子のすくのび学級
・リトミック
・ママ HIP HOP
・おやつづくり教室  ほか

５月21日・５月28日・６月25日
７月２日・７月23日・８月27日
９月10日・9月24日・10月22日
10月29日・11月19日　

（全11回　毎週月曜日）
午前10時30分～正午

西部公民館
小林　寿美 先生
AI 先生
ほか

＜定員＞なし
＜受講料＞無料（おやつづくり教室は
材料費300円）
＜内容＞みんなと一緒に歌ったり踊っ
たりしながら親と子のスキンシップを図
ります。
＜申込み＞随時

豊
　
田
　
公
　
民
　
館

古文書講座
６月22日・７月27日
８月24日・９月21日
10月19日・11月30日

（全６回　毎回金曜日）
午後７時30分～９時30分

豊田公民館 館林　弘毅 先生
＜定員＞20名程度  ＜受講料＞無料
＜持ち物＞筆記用具
＜内容＞豊田地域の古文書を中心
に講習します。

家庭教育学級
～笑顔で子育て～

6月6日・6月27日・7月25日
8月29日・9月26日・10月24日
11月28日・12月19日・１月23日
2月27日

（全10回　毎回水曜日）
午前10時30分～午後１時

豊田公民館
笑顔で子育て
応援隊
関 夕加里 先生
他のみなさん

＜受講料＞無料
＜内容＞手あそび・スキンシップ、
絵本の時間、パラシュートなどを
使っての運動、交流広場など
＜持ち物＞飲み物、タオル、脱い
だり着たりしやすい服装、昼食（交
流広場に参加の方）

和太鼓教室
５月23日、６月20日
７月18日、８月22日
９月26日、10月17日
午後７時30分～９時

豊田公民館

創造集団大太
「大太坊」
冨田 徳一 先生
豊田もみじ太鼓
と豊田故郷太鼓
のみなさん

＜定員＞ 30 名程度
＜参加費＞バチ代 2,000 円
＜対象＞小学生以上（ただし、小
学校低学年は保護者同伴）



印
刷
　
高
錦
堂
印
刷
所

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
健
康
を
兼
ね
て
毎
月

第
２
、
第
４
の
金
曜
日
の
夜
、
越
構
造
改
善
セ

ン
タ
ー
で
民
謡
と
ダ
ン
ス
を
織
り
交
ぜ
て
踊
っ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
長
野
県
支
部
か
ら
下
り
て
き
た
も
の
で
、

全
国
で
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
コ
ス
モ

ス
民
謡
会
と
い
い
ま
す
。
昔
か
ら
地
元
で
踊

り
継
が
れ
て
き
た
民
謡
や
、
新
し
い
民
謡
曲
に

振
り
付
け
ら
れ
た
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ

ン
ス
は
、
軽
い
運
動

で
楽
し
く
踊
れ
ま
す
。

20
年
以
上
続
い
て
お

り
、
高
齢
化
し
て
き

ま
し
た
が
無
理
を
せ

ず
、
漬
物
談
義
に
花

を
咲
か
せ
た
り
気
軽

な
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

花と季節の写真募集
　
文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季

節
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の

名
前
等
を
書
き
送
っ
て
下
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー

ム
掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。随
時
募
集
し
ま
す
。
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中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
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央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

メジロ／柳沢（倉田昭平）

ひなたに咲くスイセン／間山（うさぎ）

　　　公民館報『文化なかの』  特集：新保ホタルの会・第31回  市民書道展

楽しそうな息の合った踊り

春の訪問者／永江(小林照美)

ショウジョウバカマ／新井（月岡尚雄）


